
氏名 鷲野　嘉映

よみ わしのかえい

英字 Washino, Kaei

オフィスアワー
月曜日・木曜日　12:10～12:50　生活文化研究室
提示したオフィスアワーでの対応に加えて、メールwashino@mizuho-c.ac.jpで事前に予約することで適
宜対応します。

薬剤師、介護支援専門員（ケアマネジャー）、スポーツファーマシスト
行政書士試験合格（元 鷲野行政書士事務所所長）、第一種衛生管理者

岐阜薬科大学（助手）、ファイザー製薬株式会社（研究員）、岐阜大学医学部（併任講師）、名古屋文
理大学健康生活学部（助教授）、岐阜聖徳学園大学看護学部（教授）を経て現職。

職位 生活学科（生活文化専攻）　教授

最終学歴 岐阜市立岐阜薬科大学　大学院薬学研究科博士前期課程　修了（薬学修士）

学位 博士（医学）岐阜大学

所属学会・役職
日本教育医学会（理事）、東海学校保健学会（評議員）、日本公衆衛生学会、日本学校保健学会、映画
英語アカデミー学会、日本小児歯科学会、教育システム情報学会会員

専門分野 公衆衛生学・予防医学・教育工学

研究テーマ
非侵襲的測定による健康影響評価
非侵襲的測定を用いた健康教育

主な教育・研究及び
社会的活動及び業績

詳細業績：https://researchmap.jp/washino1-1/?lang=japanese
[外部資金獲得]
科研費：10件（内4件研究代表者）https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000090220855/
民間財団研究助成：4件（内4件単独）

[著書]
（共著）ストレス・疲労のセンシングとその評価技術　技術情報協会、2019年
（共著）先生が薦める英語学習のための特選映画100選（社会人編）スクリーンプレイ事業部、2017年
（共著）先生が薦める英語学習のための特選映画100選 (大学生編) スクリーンプレイ事業部、2017年
（共著）映画英語アカデミー学会監修，アメリカ英語の名セリフベスト100 スクリーンプレイ事業部、
2015年
（共著）2013第2回映画英語アカデミー賞 スクリーンプレイ事業部、2013年
（共著）2012第1回映画英語アカデミー賞 スクリーンプレイ事業部、2012年

[論文・国際学会発表]（一部抜粋）
N Nakagawa, M Konishi, K Washino (2023), Usefulness of an online community for new faculty at
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[社会活動]
岐阜県新規採用栄養教諭研修講師 「統計処理」　平成22年～平成24年
岐阜地域産学官連携交流会　ブース出展（岐阜市地域活性事業）　平成28年～平成31年


